
 

＜第２回地域懇談会でのご意見（順不同）＞ 

 

□整備する施設に関するご意見 

 

共通項目 

・幼児から老人まで利用できるものがよい 

・住民と一体となった施設がよい 

 

スポーツ空間 

・ジョギングコース、ウォーキングコース（車進入がなく、安全なコース） 

 ⇒ 距離が把握できる目安を設置してほしい 

⇒ 自転車との動線を分離してほしい 

・野球場（少年野球、シニア軟式野球） 

・正式な競技場は難しいが、現状で競技する場所がないので場の提供が必要。 

（例：サッカー場） 

⇒施設ということではない。 

・ 高齢者スポーツ施設（例：河川敷利用の有料パークゴルフ、NPO 法人運営のグラ

ンドゴルフ） 

⇒ 高齢者の健康・故障予防を目的としたスポーツの実施（「介護より予防」） 

・ペタンク（屋外用：ニュースポーツの推進） 

・テニスコートはあちこちにあるので不要 

 

憩い空間 

・公共性が確保できる散歩コース 

・他の遊水地と連係した緑の回遊路 

・引地川の緑道を繋げる。遊歩道、サイクリングロード 

・花を植える。ゆったりできる広場・空間、木陰、ベンチ 

・ドックランは特定の人のみの活用なので不適と考える。 

・市民農園 

 

親水空間 

・ビオトープ 

 ⇒ 流れが無いので適正に管理しないと虫等の発生が心配 

（近所からの苦情を懸念） 

 ⇒ 近隣の理解が必要。 

・湿地 

・湿地にヤナギが入って草地化し、ビオトープでなくなる。 

・自然観察スペース、倉庫（ボランティアの草刈り道具の収納用） 

・子供が自然とふれあえる場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１



□整備後の維持管理・運営に関するご意見 

 

・利用方法をどのようにすべきか？（有料 or 無料） 

 ⇒ 費用が問題である（管理・運営主体が必要である） 

 ⇒ 利用者負担を先に決めるべきである 

・地域住民として車の通過が多くなることに対して事故の発生が心配 

・若者の深夜利用に対して規制が必要ではないか？（⇒ 騒音苦情の懸念） 

・ボランティアの協力・活用 

・利用者のマナー、ゴミ問題（犬の散歩のフン、農園のゴミ） 

・交通量・駐車場が課題。 

・法面の管理はどうするのか？ 

・芝生が欲しい 

・芝生は管理費が高いので必須ではないと考える 

・施設は必要無いのでは？ 用具等はどうするのか？ 

・費用のかからないものがよい。冠水後の復旧費が心配。 

・こぶし荘や高校等との協働を視野にいれ、こぶし荘をアプローチの場としてはどう

か？ 

・越流する順番と施設位置が重要（例：農園） 

・トイレ・手洗場は必要 

・一次池に水が貯まるようにするのか？ 


